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Dear Alumni:
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卒業生の皆さんへ
　この冬、ここ辰口町の天候は
２月の豪雪を除けば、どちらか
といえば概ね温暖だったで
しょうか？金沢では、既に桜の
開花も始まっています。辰口町
では１週間以内に期待できそ
うです。日本人はご存知のよう
に桜が咲くと浮かれてしまい
ます。桜の花は春の訪れを知ら
せる最初の花ではありません。
日本では梅こそが春を告げるに最も相応しい花と言え
るでしょう。兼六園の梅花は既に満開です。
　２００３年は�����にとっても大変意義深いものでした。
知識科学研究科を中心に提出された２１世紀���プログ
ラムへの申請が文部科学省に採択されました。このプ
ログラムは非常に競争率が高く、われわれは採択され
たことを大変誇りに思っています。我々は、知識科学
の領域で研究教育に関する新たなプログラムを達成し、
科学と技術との相乗的な開発の要求に答えることが出
来るでしょう。
　�����はご存知のように、勉学を志すすべての人々へ
も開かれています。昨年冬には博士後期課程学生の外
国人の占める割合が３０％を超えたことは、驚くべきこ
とではないのです。既に全学教員の１５％が外国人に
よって占められています。我々は、これからも国境を
越えた学問のボーダーレス化を推進し、真に世界の大
学を目指していくでしょう。
　私の学長としての任期も、この３月末で終わります。
ここに、過去６年をともに歩んで頂いた全学の教職員
ならびに学生諸君に感謝致します。彼らの努力なしに、
私はいかなる役割も全うし得なかったでしょう。世界
で活躍している卒業生諸君にも、貴君らの名声が本学
の研究教育を強力に後押ししてくれたことに対して、
この場を借りて感謝致します。
　最後に、全ての修了生諸君が各々の分野で、これか
らも最善を尽くしてくれることを祈念しています。

学長　示村悦二郎　
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　先端技術を誇る本学は日本国内外に常にその存在を
見せつけてきました。この活躍を担ってきたのはもち
ろん教員だけはありません。学生も大学組織の一員と
して今日の本学の発展を担ってきたと言えるでしょう。
現在�����に在籍する留学生は１３４名。総学生数（９７６名）
の１４％を占めています。ここでは、日夜研究に没頭し
ている在学生の輝かしい研究業績の一端をご紹介した
いと思います。

徐　方啓さん（中国）
知識科学研究科博士後期課程２年
　国際シンポジウムの開催を
企画し、その論文集を編集して
昨年１０月に出版。この論文集は
本学の図書館に寄贈されてい
ます。また近々、創造性研究と
いう分野では世界一流の専門
誌である、アメリカの「����
�������	�
	�������	��������」に
論文が掲載される予定です。
書名：『国際創造学シンポジウム論文集』
◎この国際シンポジウムと論文集について教えてくだ
さい。
　日中国交正常化３０周年ならびに創造学交流２０周年
を記念するために、私は中国創造学会と日本創造学
会の賛同を得て、この国際シンポジウムを企画し、
民間記念行事の一つとして中国政府に認可されまし
た。同シンポジウムは中国創造学会主催、日本創造
学会協賛の形で２００２年８月１７日から１９日にかけて上
海で行なわれたものです。日本・ドイツ・アメリカ・
大韓民国からの出席があり本格的な国際会議となり
ました。また会議の模様は上海テレビ、光明日報、
文匯報など中国のマスコミ六社により報道されまし
た。同論文集は内外から寄稿された９５本の論文から
４０本を精選して編集したもので著者は８カ国の４７名
の研究者からなります。対外交流の価値を高めるた
めに、すべての論文は英語と中国語版で印刷されて
います。また、前上海市長の徐匡迪氏に書名を揮毫
していただきました。

徐さんからのコメント
　２０年前、私を含む数人の若手研究者は日本から創
造学を導入しました。それ以来、私は創造学を普及
するために、企業と学校を中心に社会各界で精力的
に活動してきました。現在、中国において創造学は
すでに大学の正式な科目となっており、また大学院
の専攻まで進めています。この分野の開拓者の一人
として、このような現状を見て、この上にない慰め
を感じています。一方、中国政府から派遣された創
造学を専攻する第一号の研究者として、私は日本に

Excellent research activity of JAIST international students
JAISTの留学生たちの輝かしい研究業績 
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来てからずっと恩返しの気持ちを持っており、具体
的な活動を通して両国の学術交流を促進したいと考
えています。特に�����に入ってから、大学全体の研
究への熱意に感動し、学位を取ると同時に、微力な
がら出来る限りの貢献をしたいと思っていました。
幸いにも、修了する前に自分が編集した国際シンポ
ジウムの論文集を記念として母校に残すことができ、
望外の喜びであります。

ラフマン　ファフィザーさん（バングラデシュ）
情報科学研究科博士後期課程１年
　本学博士前期課程での学業成績及び電子・通信・情
報における研究が優秀であったため、電子情報通信学
会北陸支部から賞状とメダルが授与されました。

◎博士後期課程の学生として忙しい研究
生活が続いていますが、JAISTでの生
活についてどう思いますか？
　�����での生活はとてもすばらしいで
す。特に私は�����の周りに広がる自然
の美しさを楽しんでいます。自然の美し
さに関して�����は最も優れた場所と言
えると思います。白山連峰、白山スーパー
林道、一里野、白峰、別当出合い、手取
ダム、手取渓谷、獅子吼高原、能登島、
東尋坊など多くの観光スポットが�����
の近隣にあります。�����の研究設備、
図書館、寄宿舎に関しては他の大学には
無類のものと言えるでしょう。４年間の

�����での生活において、私は研究に必要な図書や雑誌
はすべて附属図書館で入手しています。私は�����の学
生であることを誇りに思っています。

向　　�文　さん（中国）
情報科学研究科博士後期課程２年

　アメリカで開催された国際会議
����２００３で「���������	
	���������７���
�������	�
�����������������
������

��������	
������������	
�」を受賞しま
した。
◎受賞論文の内容を教えてください。
　ソフトウェア信頼度配分（���）の
ための従来の方法は、システム設計に
遅れをとっており、かなり複雑で、相
当に主観的であり、実験データに信頼
性がない問題があります。したがって
結果の正確さや有効性には疑わしいも
のがあります。われわれの最終目標は
これら弱点に取り組む一連の方法を開
発することです。われわれは、ソフト
ウェア失敗結果予想系統図分析
（����）の使用により、ソフトウェア
信頼度配分をもたらす斬新な方法を提

�����������	�
	�������（�������		�
��
��������	）����������	��
�	���
ウイリアム副議長と一緒に。
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案しています。マルチユーザー志向性のソフトウェア
に関してわれわれは、各コンポーネントの重要を解く
ための新しいアルゴリズムを導入し、ソフトウェアの
利便性や開発費用に基づいた新しい信頼度配分モデル
を確立しています。
◎現在取り組んでいる研究についてお聞かせください。
　現在私は、システム安全性を形式化し分析するた
めに形式的方法や�������のような言語を使用して
います。われわれは、既にこの主題のいくつかを終
え、一つの論文は������ソフトウェア工学会議２００４
（２００４年２月、インスブルック（オーストリア））の
発表が受理されています。われわれのもう１つの
ゴールは、ビジネス・モデルを表わす形式化方法な
どを使用することで、これには就業規則、経費およ
びリスク分析（システム安全分析）のモデル化のよ
うないくつかの重要課題を含んでいます。私の副
テーマは、中森義輝教授の下で大学における知識経
営の研究に関するものです。私の目標は、産学間で
異なる必要条件を研究することです。�����の学生に
対する調査を数週間内に終わらせる予定で、これは
�����の���プロジェクトによって支援を受けてい
ます。

魯　　保 旺さん（中国）
材料科学研究科博士後期課程１年
論文題目：����������	
�����������������������������
�������	�
��
	����	�	��
������	��
	�������	
����
	���

�������	�
���������������

材料分野で著名なアメリカ化学会の�������	
����
��������	
�に論文が掲載されました。

◎現在取り組んでいる研究に
ついてお聞かせください。
　より高度な研究開発能力
を身につけたいと思って日
本の大学院進学を希望し、現
在本学の博士課程で「高シリ
カモルデナイトの合成と耐
熱性に関する研究」を博士論
文の研究テーマとして、ゼオ
ライトに関する基礎的研究
を行っています。最近、構造
規定剤として有機アミンを
用いる以外にフッ素イオン

を水熱合成過程に添加するという全く新しい合成手
法による高シリカモルデナイトの合成、および得られ
たゼオライトの微細構造の詳細な解析から、耐熱・耐
酸性の高いモルデナイトの直接水熱合成方法を確立
することを目的とし、フッ素源、アルミニウム源、水
熱合成条件などの検討により、�����比３０以上の高シリ
カモルデナイトの合成に成功し、材料分野に著名な雑
誌アメリカ化学学会の�������	
�������	����に発表し
ました。この�����比はこれまでに文献等で報告されて
いる中で最も高い値です。これから�����で先端機器
を利用して�����比５０位の高シリカモルデナイトの合
成を狙っていきたいと思います。

SPECIAL FEATURE／特　集
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崔　　學秀さん（大韓民国）
材料科学研究科博士後期課程３年
論文題目：�������	
���������	������������������������	
���
������：�������	��
������
�����
���
�����β��������	
���
�������	
�����（ε�������）
化学全分野で著名なアメリカ化学会の�������	
��
��

�������	
�������
��������に論文が掲載されました。

◎現在取り組んでいる研究について
お聞かせください。
　由井教授は超分子化学における世
界的権威の一人であり、彼の新しい
概念創出に向けた高度な考えに感化
されて、博士後期期課程の学生とし
て頑張って研究しています。私の研
究テーマは、医学分野での最終応用
を目指して、協同的相互作用を利用
した刺激応答型超分子ヒドロゲルの
設計についてです。最近になって私
達は、化学結合により生体適合性か
つ生分解性の高分子ホストを設計す
ることに成功し、それをもとにユ
ニークな超分子構造体を構築するこ
とが出来ました。こうした成果をも
と に 私 達 は、�������	�
	�������	

�������	
������や��������	�
�	�、��������	�
����
����������など世界トップレベルの雑誌に論文を発表
してきました。現在私達は、分子機械のような筋肉収
縮機構をもった人工臓器の設計を目指しています。

SPECIAL FEATURE／特　集
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　本学では、入学者の学業意欲の向上を図るとと
もに，経済的支援に資することを目的として，平
成１６年４月から，入学時における成績優秀者の授
業料を免除する（特待生）制度を創設することと
しました。
　本制度の創設により多数の優秀な人材が本学に
入学し，最高の教育環境の基で安心して勉学・研
究に励み，世界で活躍する人材の育成に寄与する
ことができると期待しております。

New Establishment of Exemption Tuition Fee for Excellent 
Students at the Entrance Examinations

入学時成績優秀者の授業料免除（特待生）制度創設について
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DATA／データ

Data of International StudentsData of International Students 留学生データ 

������１：�������	
��������	���������������������
��������	
��１，�２００４

Chart ２：�������	��
��������������
����
	�����
��������

表２：留学生数推移
��������	
��１，�２００４
平成１６年３月１日現在

������３：�������	
��������	��������������������
表３：出身地域別留学生数

中 南 米　3人 

中 　 東　3人 

欧 　 州　6人 

アフリカ　3人 

ア ジ ア　119人 
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'99 '00 '01 '02 '03

Knowledge Science 
知識科学研究科 

Information Science 
情報科学研究科 

Materials Science 
材料科学研究科 

表１：出身国別学生数
平成１６年３月１日現在

Cumulative 
Total
合計

Research 
Student，etc
研究生等

Doctoral 
Programs
博士後期課程

Master's 
Programs
博士前期課程

６２３２９３０中国China
１８１１６１ベトナムVietnam
１４１１２１大韓民国Korea
５５バングラデシュBangladesh
５３２インドネシアIndonesia
５５ミャンマーManmar
５２３タイThailand
３１２台湾Taiwan
２１１スペインSpain
２１１チュニジアTunisia
２１１トルコTurkey
１１スリランカSri Lanka
１１ベルギーBelgium
１１フィンランドFinland
１１ブラジルBrazil
１１メキシコMexico
１１フィリピンPhilippine
１１エジプトEgypt
１１シリアSyria
１１ポーランドPoland
１１コロンビアColombia
１１フランスFrance
１３４６８３４５合計Total
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本学は、海外の研究機関との人材交流および共同研究
を発展させるために、今年新たに浙江大学（中国），　
慶煕大学（大韓民国），　韓国化学研究所（大韓民国），
光州科学技術院（大韓民国），中国科学院計算技術研究
所（中国），北京工業大学（中国）の６機関と学術交流
協定を結びました。これで本学の学術交流協定機関は
１６ヶ国３８機関となりました。

新任教官：
知識科学研究科
野口　尚孝�教授　�意思決定メカニズム論講座
池田　　満�教授　�知識システム構築論講座
近藤　修司�教授　�組織ダイナミックス論講座

情報科学研究科
チョン　ナクヨン�助教授　ロボティクス講座

材料科学研究科
芳坂　貴弘�助教授　�医用高分子材料講座
高村　　禪�助教授　�生体機能材料講座

ナノマテリアルテクノロジーセンター
塚原　俊文�教授

先端科学技術研究調査センター

山本　和義�教授
磯山　武司�助教授

退職・辞職・転出された教官：
知識科学研究科
石崎　雅人�助教授が東京大学社会情報研究所助教
授として転出されました。
小長谷�明彦�教授が辞職されました。

情報科学研究科
中野　浩嗣�助教授が広島大学大学院工学研究科教
授として転出されました。
権藤　克彦�助教授が東京工業大学大学院情報理工
学研究科助教授として転出されました。
グゥ　ジィファ�教授が定年退職されました。

材料科学研究科
新田　晃平�助教授が金沢大学工学部助教授として
転出されました。
五味　　學�助教授が名古屋工業大学教授として転
出されました。

先端科学技術研究調査センター

平井　明成�教授が文部科学省大臣官房文教施設企
画課企画調整官として転出されました。

Agreements on Academic ExchangesAgreements on Academic ExchangesAgreements on Academic Exchanges 大学間交流協定締結状況 

Faculty NewsFaculty News 教官の異動 
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JAIST UP DATE／JAIST近況報告　CURRENT EVENTS／留学生関係行事
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　本学学長示村悦二郎先生は、平成１６年３月末日をもって任
期満了により退官されることとなりました。
　平成１０年４月に学長に就任され、以来６年にわたり、先駆
的な独立大学院として設置された本学の発展に尽力されま
した。この間、先端科学技術分野における世界最高水準の研
究者、技術者の育成に向けて、卓越した指導力をもって大学
の管理運営にあたられました。また先生は、国際性豊かな大
学を目指して、世界各国より積極的に留学生の受入を推進さ
れ、それとともに世界中の様々な機関との国際交流協定を締
結し、今日においてその数は３８機関に及んでいます。
　示村悦二郎学長の任期満了に伴い、東北大学教授　潮田資
勝氏が平成１６年４月１日から４年間の任期で次期学長に選
任されました。潮田教授は現在、東北大学電気通信研究所教
授であり、以前に本学材料科学研究科教授として本学創設時
にご尽力頂いた経歴をお持ちです。物理分野では世界的に著
名な研究者であり、日本物理学会会長としてもご活躍です。

Passing the chair for the PresidentPassing the chair for the President 学長 示村悦二郎先生の退官と次期学長の選出 

平成15年度日本留学フェア Japan Education Fair 2003Japan Education Fair 2003
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　１０月２１日、石川ハ
イテク交流センター
において、留学生と
の交流会を開催しま
した。これは母国を
離れ本学で学ぶ留学
生を激励し、教職員
との交流を目的に毎
年行われているもの
で、留学生、教職員、
チューター等１４４名が出席しました。�示村学長の挨拶の後、
吉原副学長の乾杯の発声で会が始まると、参加者は終始和や
かな雰囲気の中で交流を深めていました。新留学生の紹介で
は、各研究科の代表者が挨拶をし、それぞれユーモア溢れる
スピーチで会場を沸かせました。さらに今回は留学生による
出し物があり、ベトナムの竹ダンス、タイの伝統武芸、ミャ
ンマーの伝統的ダンス、トルコ民謡によるダンスが披露され、
会場は大いに盛り上がりました。�最後に留学生を代表して
知識科学研究科博士後期課程１年の王　凱軍さんから謝辞
が述べられました。
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　平成１５年度日本留学フェアがベトナム（１０月２９・３０日）、
タイ（１１月１・２日）、マレーシア（２月７・８日）、インド
ネシア（２月１１・１２日）で開催され、本学から事務職員６名
が参加しました。ベトナムのフェアには２００２名の入場者中３０

名、タイでは３４１７名中７３名、マレーシアで
は５１１８名中９０名、インドネシアでは５３８３名
中２００名が本学ブースを訪れました。留学
希望者からは教育内容、入試、奨学金、寮
生活、授業料等について熱心な質問が寄せ
られ、多くの方に本学の教育・研究の特色
等を理解してもらうことができました。

Agreements on Academic ExchangesGhathering of International StudentsGhathering of International Students 留学生との交流会を開催 
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ミャンマーの伝統的ダンス
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謝辞を述べる王凱軍さん
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CURRENT EVENTS／留学生関係行事
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　１２月６・７日の１泊２日の日程で，名古屋・長野南部方面
への外国人留学生見学旅行を実施し，留学生とその家族、引
率の教職員合わせて６９名が参加しました。１日目は，まず名
古屋城を訪れました。あいにくの雨でしたが、金の鯱鉾�を
背に記念撮影を楽しむ留学生の姿が多く見られました。その
後、徳川美術館へ移動し、徳川家康の遺品を中心とした収蔵
品を鑑賞しました。２日目はそば道場を見学し、信州そばを
試食。その後、長野南部の妻籠と馬篭を訪れ、旧中山道の宿
場の雰囲気を味わいました。２日目は同行していただいた情
報科学研究科　浅野教授の『晴れ男』パワーのおかげか、前
日の雨とはうってかわってぬけるような青空が広がり、その
下に広がる長野の美しい山並みに一同は心を打たれたよう
でした。（でも心
な し か�����で
の風景に似てい
るような気もし
ました…。）２日
間の短い期間で
したが、初冬の
旅先で日本の文
化に対する理解
を深めました。

愛知・長野への見学旅行 Field Trip to Aichi and NaganoField Trip to Aichi and Nagano
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辰口じょんから祭り
８月２３・２４日に辰口町で「第２２回辰口じょんからまつり」が
開催され、様々なイベントに留学生が参加し、町民との交流
を深めました。特にじょんから踊りコンクールでは美しい民
族衣装をまとった留学生の踊りに注目が集まり、見事�『ア
イデア賞』を受賞しました。また、本学知識科学研究科の閻
潔さんが『じょんからレディ����』に選ばれ、まつりに華を
添えていました。

�����　����　－世界留学生交流・いしかわ２００３－
　７月２６日から８月２日まで石川県全域で����������が開
催されました。これは日本で学ぶ留学生を美しい自然と豊か
な伝統文化が残る石川県に招待し、世界に開かれた地域づく
りを地元の人たちとのふれあいを通じて推進する国際イベ
ントです。本学からは留学生３
名、日本人学生１１名（学生スタッ
フ）が参加しました。プログラ
ムは伝統文化体験、市町村訪問、
ホームステイ等、多彩な内容と
なっており、参加者は石川県を
大いに満喫したようでした。

地域交流 Resional friendshipResional friendship
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左：バングラデシュ料理の屋台を
出店

������：��������	��
������������
中：辰口じょんから踊りコンクール
�����：��������	
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右：じょんからレディに選ばれた
閻潔さん
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FROM ALUMNUS／卒業生から
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　私は�����の第二期生で
す。初めて�����を訪問した
ときは、今にもまして周囲に
何もなく、驚きを通り越して
ただただ呆然としました。現
在ではキャンパスもほぼ完
成したようですが、当時は
建物が一つしかありません
でした。しかし、研究設備は
当時から間違いなく世界の
トップレベルにありました。
�各学生にワークステー
ションが与えられ、図書館、
研究室を含めてキャンパス
施設への出入りは２４時間可
能です。ネットワーク環境
も大変充実しています。学生寮に入れば、寮の各部屋
にも学内���が来ていますので、昼夜を問わずアイデ
アが浮かんだときにいつでも研究できました。
　�����の教育・研究に関しては、日本の他の大学院に
比べて、その姿勢は非常に厳しく、敢えて言うならば、
�����は日本流ではなくアメリカ流の大学院大学と言
えましょう。私が�����に在籍していた頃は、標準年限
内での修士号取得率が７割ほどだったと思います。し
かし、これは教育や研究が厳しいことを物語っており、
その数字は極めて妥当であると思います。教育・研究
が厳しいことには理由があります。それは、�����の先
生方が著名な研究者ばかりであり、研究にも教育にも
常に一流を目指しているからです。学会誌や論文誌を
見てもあちらこちらに�����の名前を見掛けることか
らも分かりますし、先輩方や後輩達も研究所や大学な
どで活躍していることからも分かります。私も、指導
教員をはじめ他の先生方からも、研究者としてのもの
の見方や考え方を十分に教えて頂きました。
　私は�����で学位をとった後、現在は大学で研究・教
育に専念しています。大学での活動だけでなく国際会
議の座長として招待されたこともあり、現在はカナダ
のある学会の査読委員も務めています。現在の私があ
るのも、������で厳しい教育・指導をして下さった先
生方のお蔭だと思っています。
　そして、私を鍛えてくれた�����が、私の母校である
ことを誇りに思います。
　話は代わりますが、私が入学したとき、留学生は私
を含めて６人しかいませんでした。しかし今は百数十
人にも増えました。これは、�����が国内だけではなく
国際的にも評価されてきた証しだと思います。留学生
にとって、言葉も習慣も異なる国で過ごすのは大変な
ことです。しかし、�����では、辰口の方々が積極的に
留学生と交流し、ホームステイなどの企画や様々な支
援をして下さっています。私も、地元の方々に多くの
面で励ましてもらい、大変心強く感じました。
　最後になりましたが、私は研究などの関係で今後世
界中のどこにいるか分かりません。しかし、今となっ
ては、�����は一人前の研究者になるための厳しい修行
を行なう聖地であったかのように感じています。

卒業生だより News from International AlumnusNews from International Alumnus
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キニ　コナドさん　（インド）
情報科学研究科

平成９年３月　博士号取得
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STUDENT'S VOICE／在校生の声
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　私は２００２年の春に�����に入
学し、知識科学研究科複雑解析
論講座で研究することを決め
ました。私は中森教授の指導の
もと、統合環境評価のための統
合モデリング環境の開発につ
いて重点的に取り組んでいま
す。習慣、言葉そして環境が異
なる国で学ぶことは、なおのこ
と負担を強いられることだと
思います。それにもかかわらず、
日本で最高水準の研究機関で
あり、国際化に向けて努力をし
ているこの大学は、居心地のよ
い研究環境を提供してくれま
す。�����は私たちの研究への

関心を促進させる機会を与えてくれます。さらに�����が位
置する辰口町の背景には白山地域が広がっており、楽しむ機
会がたくさんあります。大学の上に広がるこのすばらしい光
景は、前進するという私の強い意志を支え、バックアップし
そして刺激してくれています。

在校生の声 Students' VoiceStudents' Voice
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プルワーシィー　ウィタさん　（インドネシア）
知識科学研究科博士後期課程２年
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　私はトルコから来たカガーン　ケルマーンと申します。私
はトルコで最も大きな大学の１つであるエーゲアン大学薬
学部を卒業後、同じ学部で分析化学の修士を取得しました。
その後、激しい競争の末、トルコからはごく少数しか選ばれ
ない文部科学省奨学金奨学生を勝ち取ることができ、まるで
夢のようでした。私とトルコの指導教員は、�����は世界的

に有名な教授がいて多くの分野で
一流の大学であると聞いていまし
た。そして私は今、民谷栄一教授
の指導の下、非常に設備の整った
バイオセンサー研究室で博士後期
課程の研究をしています。
　�����に最初に来た時、私は小さ
な家や農家で生活しているおだや
かな人々のいる広々とした緑の水
田地帯に驚嘆しました。そして
山々や川の美しく静かな風景に魅
了されました。先端技術を誇る
�����の周りの自然は実によく保
存され、完璧な研究環境を提供し
てくれています。�����は若く熱心
なすべての学生に断えることのな

いチャンスを与えてくれます。私たちは想像しうるすべての
ことに挑戦し実験することができるのです。そのことが
�����での研究成果を生み出すことになっているのかもしれ
ません。特に日本人学生と世界中から集まった我々留学生と
の交流はお互いの文化を結ぶ堅固な橋を築いています。こう
いったコミュニケーションは優れた研究成果を目指す中で
友人関係をさらに親密にもしてくれます。ここで勉強する
チャンスをくださった�����と指導教官にお礼を言いたいで
す。私は�����での文化的科学的経験からきっと多くのもの
を得るだろうと思っています。
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カガーン　ケルマーンさん　（トルコ）
材料科学研究科博士後期課程１年
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財団法人日本国際教育協会は帰国外国人留学生のための招
へい事業を行っています。
国籍：アジア、中南米、中近東、アフリカ等の開発途上国・

地域
資格：元日本留学生で、次の条件を満たす者：
拭　教育、学術研究又は行政職に就いている者
植　博士の学位取得後５年以内の者又は本学の教授，助教授，
講師に相当する研究業績を有する者
殖　満４５歳以下で、帰国後５年以上経過している者
期間：９０日以内
支給経費：渡日旅費及び帰国旅費、滞在費、国内研究旅費等
詳しくは留学生係までお問い合わせください。

お知らせ Do you know ?Do you know ?
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遅くなりましたが、無事に�����帰国留学生ニュース����４を
発行することができ、一同嬉しく思っております。
皆様も既にご存知かと思いますが、今年３月で示村　悦二郎
学長が任期を終えられます。平成１０年から６年間、強靭な
リーダーシップで本学を世界の先頭へと牽引してこられま
した。示村先生には留学生ニュース創刊時から巻頭言をいた
だいておりますが、どの号にも卒業生に向けての力強く暖か
いメッセージが込められていました。
さて今回は在学生の活躍を特集としてお送りいたしました。
ぜひ�����での研究生活を思い起こしていだだき、感想をお
聞かせください。あわせて現在第一線で活躍されている皆様
の様子もお寄せいただけたら幸いです。皆様の成功を心から
お祈り申し上げます。

International Student Section Division of Student Affairs
Japan Advanced Institute of Science and Technology
（JAIST）
１－１, Asahidai, Tatsunokuchi, Nomi, Ishikawa
９２３-１２９２, JAPAN

〒９２３-１２９２　石川県能美郡辰口町旭台１－１
北陸先端科学技術大学院大学
研究協力部学生課留学生係
E-mail ： ryugaku@jaist.ac.jp
Phone ： +８１－７６１－５１－１９２５，１９２６
Fax ： +８１－７６１－５１－１１７３
http://www.jaist ac.jp/
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